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令和元年９月２１日
各　位

一般社団法人日本電子回路工業会

設計委員会 委員長　山田康夫
「5G市場に求められる電子回路設計」セミナーPartⅡ開催のお知らせ

拝啓　貴社ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　平素は、当工業会諸事業に深いご理解を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当委員会では、2015年より高速信号インターフェース分野の次世代メモリ規格である「DDR4」について、「DDR4設計ガイダンス」としてまとめ、その公開普及に努めて参りましたが、その代表ともいえる5G時代の到来に向けて、IoT/AI向け電子機器の開発に求められる、電子回路設計環境の変化に関わるセミナーを、以下の通り開催致しますので、是非この機会をご活用ください。
敬具

記

開催日時　令和元年１０月２４日（木）　13：00～17：00

開催場所　回路会館地下1階 会議室

　　　　　〒167-0042 東京都杉並区西荻北3-12-2

　　　　　アクセス：https://jpca.jp/about_jpca/acsess/
開催概要　別添のとおり

募集定員　70名
受講料　JPCA会員3,000円　　一般　4,000円（何れもテキスト税込）

申込方法　添付の受講申込書に必要事項を記入の上、メール又はFAXにてお申込み下さい。
締　　切　令和元年１０月１５日（火）
　　　　　※締め切り前でも定員になり次第、募集を締め切りさせて頂きます。

本件お問合せ並びにお申込み先

　　　　　一般社団法人日本電子回路工業会　設計委員会担当；藤原

　　　　　E-mail： fujiwara@jpca.org  FAX： 03-5310-2021

　　　　　※お問合せは、メールにてお願い致します。

以上
「5G市場に求められる電子回路設計」セミナーPartⅡ概要

13：00　　　　　　受　付
13：10～13：20　 開会挨拶
13：20～14：20　「DX時代を支えるハードウェア技術 ～5G、光伝送システム、　　　スパコン開発への取り組み～」

講師：古山 義人 氏（富士通アドバンストテクノロジ㈱　執行役員）
アブストラクト：富士通ではDX時代を支える通信インフラ、コンピュータの開発を行っており、必要な、高速・大容量な光伝送システムや次世代スパコン開発に必要なハードウェア技術を紹介する。
また、最近では台湾メーカとのODM（Original Design Manufacturing)開発が増えており、その取り組みも紹介する。
14：40～15：40　「6Gモバイル及び1.6TbEへ向かう次世代高速通信に対応する　　　パッケージ技術ロードマップ」

講師：西尾 俊彦 氏（㈱SBRテクノロジー　代表取締役）
アブストラクト：400GbEでは50Gbps PAM4が採用され、ワイドエリアネットワーク及びハイパースケールクラウドでは、すでに導入が進み、信号5Gモバイルの開始準備が進む。すでに6G世代に対応する次世代5G開始に先立ち基幹のネットワークでは50Gbpsの伝送速度による400GbEの導入が開始された。

2024年にはさらに４倍の性能となる1.6TbEの次世代通信仕様の制定が期待されているが、その達成についての挑戦課題は多い。本講演では、次世代通信に向けてのパッケージ技術ロードマップについて解説する。
15：50～16：50「５Gとミリ波」

講師：前田 真一 氏（KEI Systems, Inc. 代表）
アブストラクト：５Gは当初サブ６（６GHz以下、３GHz帯）で開始され、2025年以降、徐々にミリ波（28GHz帯）に移行することが確実視されている。
３GHz帯の対応は、既に４G、Wi-Fi、GPSなどで経験があり、比較的簡単であるが、ミリ波は設備から新規に必要となる。本講演では、ミリ波対応技術を紹介する。
以上
受講申込書
10月24日開催の「5G市場に求められる電子回路設計」セミナーPartⅡに、以下の通り受講申込致します。
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※受講料については、ご請求先情報に基づき、JPCAより御請求書を発送しますので、それに基づきお支払下さい。
【申込先】

　　　　　一般社団法人日本電子回路工業会　設計委員会担当；藤原

　　　　　E-mail： fujiwara@jpca.org  FAX： 03-5310-2021

